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人 文 学 報
ついで,1月20日発行の雑誌 『日本主義』53号が,木村鷹太郎の署名記事 ｢文部省の一大怪










































































































































































































人 文 学 報
湯本岩余に告げてEjく,彼の茶話会の文相の演説終るや,一人あり余の前に乗りて甚だし
き不敬の言語を為せ り,故に余は彼を叱阿し又大に論ず所ありたりと (此の一段の談話は 一
昨二十 -Flの紙上に記載せり〕o余Ejく,被れ名を何と云う｡湯本君EJく,知らずと｡鳴呼,













それではなぜ, 二年半以 卜もたった教育勅語撤回風説事件のときになって,共和 寅説事件当
時の氏名不詳の ｢不敬漢｣が,中島徳蔵と結びつけられたのであろうか｡その坪由は,実に意
外なところにある｡まず 『束帯日報』のつきの記事を読まれたい｡
























































































































































































上Hf戊 博),渡部竜之介 し文部善言Ll官),加納治hl郎 (高等帥範学校長),元良勇次郎 (東京帝大
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人 文 学 報
に学校で奉読するだけでなく ｢国民一般に奉せ しむるの方法｣ を講 じるよう求めた ｢勅語に関













2) 伊藤博文 ｢教育勅語追加ノ議｣の執筆 (上奏)時期について,渡辺幾治郎r教育勅語換発の山
来』(昭和10年,学而書院)はE]露戦後と推定しており,筆者は前掲拙論においてH活 ･日露戦間
期のpJ能性が高いと推論しておいたoその後,拙論執筆時に見逃していた,i.1として,片山清 ･編












6) ｢天皇制＼ン憲 体制 トーの公認l玉眠俊 Fl蕗戦争前までの議会を中心にして- ｣,『京都入学教育
学部紀安川第23号,昭和52年3月｡




10) 帝国大学文科人草教授 (在任明治23年]0月 大正12年3月),i'jJ学 LiurT学史第一講座押当〔)東
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121 逐忘年 ｢井 l哲次郎民力所述 ノ勅言柚子義ノ自序ヲ読 ミテ悲憤二堪ヘズ｣,『教育報知』29′1号,覗
治24年12月19Fl､,riJ民精神文化研究所 『敦肖勅語激発関係賓利集』第2巻,昭和14年.587 594頁
より引用｡
13) 井｣二哲次郎 ｢遂志/巨こ答フ｣,帽九百報知Jl第297号,明治25年 1月9El°,国民精神文化研究所
r教育勅語換発関係資料集』第2巻,R'u和11年,595-600日より引用0
14) l司前,596負()
15) 帝国大学文科入学教授 (在任明治19年 3月 同27年 3月),漠学科り前掲 rl東京大J?'･百年史
部局史1｣l,『東京大学FIA年史 資料3』 0
16) ｢教育と宗教｣第 1次論争については,久木幸男編 『日本教育論今更録』第 1巻参照｡,什tilf次
郎 ｢宗教と教育との関係につき井上哲次郎氏の談話｣川教育時論』272号,明治25年11月5日)以
後,26年中,主要には6月ころまでの論争である｡
17) 中島徳蔵 ｢哲学鯨事件及余が弁解｣,中島徳蔵先年学徳顕彰会編 軒中島徳蔵先′卜』,ul]'和37年,78
頁｡
18) ｢尾崎行雄先生談話速記｣〔タイプ),国立国会凶書館憲政賓料室所蔵 『憲政史編纂会収集文書』,
文書番号754,聴取者渡辺幾治郎 ･林茂,の第4回 (昭和13年6月6口,於交誼社)の ｢共和演説
事件の真相｣の項｡





























28) 明治23年,帝1玉丁大学文科大学倫理学授業嘱託,明治25年 大正 7年12月同教授,倫理学講座主
任｡T･H･グリーンの白花実現説を紹介し,生物学的自然主義とは異なる人格主義 ･理想主義を
提唱した｡｢パーソナリティ｣を ｢人格｣と訳した妓初の人o前掲 『東京大学百年史 部局史1』｡




32) 湯本武比古の経歴についての詳細は,信濃教育会 『湯本武比古選集』,昭利30年,所収の ｢年譜｣
を参照のこと｡
33) 『教育時論』560号,明治34年 2月15H,碧翁 ｢毛錘余憤｣欄,30貝′)






39) 教育史編纂会編 打明治以降教育制度発達史』第1巻,昭利13年,龍吟社,65 67,白l･1041106頁0
40) 以 卜の経緯については,当該時期の 『教育時論』がかなり丹念に報道 しているので.参照 された
い｡
41) 伯出盛文 (国民協会)外 1名提出 ･出井幸三外31名賛成 ｢帝国普通教育の主義並に其教科告検定
に閲する質問書｣√,『帯凶議会誌』第2巻,1765頁0
42) 同前｡
43) 馬屋原彰 (茶話会 ･学制研究会員)提出 ･近衛篤麿外72名賛成 ｢国費を以て小学校修身教科用図
書を編纂するの建議案｣,2月4日可決｡
41) 木葉英三郎 (所属会派不明 ･学制研会員)提LPJ･谷十城外30名賛成 ｢国費を以て教科用凶吉を編
纂するの建議案｣,3月19rl可決0
45) T_藤行幹 (進歩党 ･学制研究会員)提出 ｢同型を以て教科用凶音を編纂するの建議案｣,明治30
*3月24Ej o




47) 湯本武比古揺札 谷T城 ･加藤弘之 ･伊沢修二外4名賛成 ｢小学校修身科用同書1司費編纂に関す
る建議｣｡『教育時論』第488号,明治31年11月5日,27-28頁｡





















591J 前掲勅諭 ｢天皇制立憲体制 卜の公認国民像 口露戟年前までの議会を中心にして- ｣,参照｡
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